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荊
鴇
瀧
癖

議
員
ら
と
両
市
の
経
済
提
携
に
つ
い
て
話
し
合
い
が
さ
れ
た
。
同

四
十
一
年
に
は
神
戸
・
シ
ア
ト
ル
・
ロ
ッ
テ
ル
ダ
ム
姉
妹
港
提
携

式
に
マ
ル
セ
ー
ユ
市
代
表
が
参
加
し
て
世
界
的
港
都
の
輪
を
広
め

て
い
っ
た
。

提
携
後
、
毎
年
の
ご
と
く
の
交
流
は
文
字
通
り
姉
妹
の
よ
う
な

つ
き
あ
い
で
あ
っ
た
。
当
時
の
使
節
交
流
の
姿
を
神
戸
新
聞
社
文

化
事
業
局
で
は
次
の
よ
う
に
語
っ
て
い
る
。
「
国
際
交
流
に
必
要

な
こ
と
は
相
手
を
知
り
、
こ
ち
ら
を
理
解
さ
せ
る
こ
と
で
す
。
姉

妹
都
市
提
携
を
有
効
に
発
展
さ
せ
る
の
は
市
民
ベ
ー
ス
の
交
流
に

あ
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

能
楽
の
親
善
公
演
の
と
き
。
予
定
し
て
い
た
野
外
で
の
能
舞
台

が
雨
で
急
拠
変
更
に
な
り
ま
し
て
、
市
立
オ
ペ
ラ
劇
場
に
移
っ
た

の
で
す
。
集
客
は
無
理
だ
ろ
う
と
思
っ
て
い
た
ら
、
な
ん
と
満

席
。
観
賞
ぶ
り
も
熱
心
で
本
当
に
感
激
し
た
も
の
で
す
」
。
ま
た
、

空
手
な
ど
の
武
道
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
も
、
豪
雨
に
か
か
わ

ら
ず
体
育
館
が
超
満
員
に
な
っ
た
と
い
う
。
使
節
団
は
訪
問
し
た

学
校
、
町
道
場
な
ど
行
く
さ
き
ざ
き
で
人
気
を
集
め
、
垣
根
の
な

い
市
民
同
士
の
触
れ
合
い
が
繰
り
広
げ
ら
れ
て
い
る
。

行
政
レ
ベ
ル
、
市
民
レ
ベ
ル
の
相
互
の
連
携
、
経
済
・
文
化
両

面
の
協
力
が
姉
妹
都
市
交
流
を
名
前
だ
け
で
な
い
も
の
に
し
て
い

る
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

ド
ウ

☆
さ
ん
ち
か
夕
ウ
ン
と
提
携
し
た
パ
ル
リ
２

満
加
年
を
迎
え
た
「
さ
ん
ち
か
タ
ウ
ン
」
。
今
で
は
地
下
街
は

各
都
市
に
見
ら
れ
珍
し
く
も
な
い
が
、
二
十
年
前
は
画
期
的
な
こ

と
で
あ
っ
た
。
こ
の
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
モ
ー
ル
づ
く
り
に
フ
ラ
ン
ス

の
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
が
大
き
く
関
与
し
て
い
る
。

一
九
六
○
年
代
後
半
、
「
さ
ん
ち
か
」
の
関
係
者
は
同
タ
ウ
ン

騨
識
錨
鯖
驚
噸
鍵
，
蕊
譲

神
戸
と
フ
ラ
ン
ス
の
交
流
状
況
を
、
マ
ル
セ
ー
ユ
と
の
姉
妹
都

ド
ウ

市
提
携
、
さ
ん
ち
か
ダ
ウ
ン
と
．
ハ
ル
リ
２
の
提
携
、
フ
ラ
ン
ス
系

企
業
「
テ
イ
サ
ン
」
の
あ
ゆ
み
か
ら
追
っ
て
み
た
ｌ

☆
神
戸
・
マ
ル
セ
ー
ユ
姉
妹
都
市
提
携
の
あ
ゆ
み

フ
ラ
ン
ス
最
大
の
貿
易
港
で
あ
り
、
パ
リ
に
次
ぐ
大
都
市
マ
ル

セ
ー
ユ
・
映
画
な
ど
で
も
お
な
じ
み
の
同
都
市
か
ら
神
戸
に
提
携

の
申
し
入
れ
が
あ
っ
た
の
は
一
九
六
○
年
四
月
の
こ
と
で
あ
っ
た

両
都
市
は
そ
れ
ぞ
れ
の
国
に
お
い
て
古
く
か
ら
開
け
た
有
数
の

港
都
で
あ
る
。
こ
の
共
通
点
を
生
か
し
親
善
を
深
め
、
通
商
を
盛

ん
に
し
よ
う
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
翌
年
七
月
、
宮
崎
神
戸
市
助

役
（
現
神
戸
市
長
）
は
マ
ル
セ
ー
ユ
に
渡
り
提
携
文
を
交
換
、
正

式
に
姉
妹
都
市
提
携
を
結
ん
だ
。

そ
の
後
の
両
都
市
の
交
流
は
文
化
面
、
経
済
面
に
わ
た
っ
て
活

発
な
も
の
で
あ
っ
た
。

昭
和
三
十
六
年
（
一
九
六
一
）
七
月
、
貿
易
市
場
調
査
団
が
マ

ル
セ
ー
ユ
市
を
公
式
訪
問
。
神
戸
の
Ｅ
・
デ
ュ
レ
ッ
ク
宣
教
師

が
、
マ
ル
セ
ー
ユ
市
で
神
戸
紹
介
の
フ
ィ
ル
ム
上
映
。

同
三
十
七
年
（
一
九
六
二
）
四
月
、
彫
刻
家
の
新
谷
秀
雄
氏
が

4６

溌
識
識

爵 鰯

マ
ル
セ
ー
ユ
市

で
写
真
展
開

銅
催
、
川
西
英
氏

鐸
の
版
画
集
「
神

榊
戸
百
景
」
を
寄

函
贈
。
マ
ル
セ
ー

坐
１
商
工
会
議
所

甥
か
ら
二
名
が
来

し詞
神
、
市
幹
部
や

騒寧
●
特
集
／
神
戸
の
中
の
フ
ラ
ン
ス
Ⅳ

鱗鍵 神
戸
・
フ
ー
ブ
ン
ス
交
流
事
情
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の
目
を
ひ
く
。
ガ
ス
・
プ
ラ
ン
ト
・
溶
接
工
業
の
パ
イ
オ
ニ
ア
と

し
て
、
深
海
か
ら
宇
宙
ま
で
同
社
の
技
術
功
績
は
大
き
い
。

作
家
の
大
岡
昇
平
氏
は
同
社
の
出
身
で
、
モ
デ
ル
小
説
「
酸

素
」
も
発
表
し
て
い
る
。

明
治
四
十
年
（
一
九
○
七
）
当
時
、
日
本
は
日
露
戦
争
の
大
勝

に
よ
っ
て
欧
米
諸
国
の
注
目
を
浴
び
て
い
た
。
そ
の
頃
、
液
体
空

気
製
造
の
工
業
化
に
成
功
し
た
レ
ー
ル
・
リ
キ
ー
ド
社
が
日
本
に

進
出
、
大
阪
に
鉄
工
所
を
設
置
、
明
治
四
十
三
年
に
は
製
造
販
売

の
「
日
本
オ
キ
シ
ジ
ュ
ー
ヌ
及
び
ア
セ
チ
レ
ー
ヌ
会
社
日
本
支
社
」

が
神
戸
市
山
本
通
に
開
設
さ
れ
た
。
大
正
四
年
（
一
九
一
五
）
、

「
帝
国
酸
素
ア
セ
チ
レ
ー
ヌ
会
社
」
が
神
戸
市
仲
町
三
十
八
番
館

に
移
転
、
兵
庫
工
場
も
建
設
さ
れ
、
こ
こ
を
拠
点
に
関
東
へ
の
進

出
が
相
次
い
だ
。

同
社
に
よ
る
と
「
神
戸
は
川
崎
、
三
菱
な
ど
大
造
船
所
を
抱
え

資
材
輸
入
・
商
品
積
出
し
の
通
商
上
の
条
件
が
ベ
タ
ー
で
あ
っ

た
」
と
い
う
こ
と
ら
し
い
。
ま
た
「
給
料
は
自
分
が
欲
し
い
だ
け

申
し
出
る
。
だ
か
ら
聞
か
れ
た
と
き
は
多
い
目
に
言
っ
た
」
そ
う

で
、
外
資
系
な
ら
で
は
の
ユ
ニ
ー
ク
な
時
代
も
あ
っ
た
ら
し
い
。

昭
和
五
年
、
レ
ー
ル
・
リ
キ
ッ
ド
社
と
住
友
合
資
会
社
の
共
同

り
入
店
し
て
お
り
、
世
界
の
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
を
リ
ー
ド
す
る
商
品

が
揃
っ
て
い
る
。

ア
メ
リ
カ
的
合
理
主
義
と
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
的
伝
統
が
バ
ラ
ン
ス
よ

く
ミ
ッ
ク
ス
さ
れ
た
パ
ル
リ
２
。
そ
の
精
神
を
学
ん
だ
「
さ
ん
ち

か
タ
ウ
ン
」
は
「
ク
ラ
シ
カ
ル
モ
ダ
ン
」
の
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ

を
冠
し
、
歳
月
を
経
て
き
た
。
そ
の
「
さ
ん
ち
か
タ
ウ
ン
」
も
今

年
暮
れ
に
は
改
装
工
事
に
と
り
か
か
り
来
春
に
は
リ
ポ
ー
ン
さ
れ

る
こ
と
に
な
る
。

商
品
流
通
の
形
態
は
変
わ
り
つ
つ
あ
る
が
パ
ル
リ
２
か
ら
学
ん

だ
も
の
や
、
「
ク
ラ
シ
カ
ル
モ
ダ
ン
」
は
将
来
も
受
け
つ
が
れ
て

い
く
だ
ろ
う
。

★
「
テ
イ
サ
ン
」
の
あ
ゆ
み

神
戸
と
ゆ
か
り
の
深
い
フ
ラ
ン
ス
系
外
資
企
業
は
「
テ
イ
サ
ン

株
式
会
社
」
で
あ
る
。
昭
和
五
十
六
年
四
月
に
社
名
変
更
さ
れ
た

ば
か
り
で
、
前
身
の
「
帝
国
酸
素
株
式
会
社
」
の
社
名
に
な
じ
ん

で
い
る
人
が
多
い
か
も
し
れ
な
い
。

神
戸
本
社
は
中
央
区
磯
辺
通
り
に
あ
り
、
白
亜
の
建
物
が
周
囲

１
４７
１

の
将
来
性
の
た
め
ア
メ
リ
カ
視
察
に
出
か
け
た
。
し
か
し
徹
底
し

た
合
理
主
義
が
意
に
沿
わ
な
い
。
関
係
者
は
方
向
転
換
し
、
フ
ラ

ン
ス
に
目
を
向
け
る
。
パ
リ
郊
外
は
ベ
ル
サ
イ
ユ
宮
殿
の
そ
ば
に

ド
ウ

あ
る
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
「
・
ハ
ル
リ
２
」
を
視
察
し
た
一
行
は
、
「
さ

ん
ち
か
」
の
ベ
ク
ト
ル
を
こ
こ
に
見
出
し
た
。

一
九
七
一
年
六
月
三
日
、
「
さ
ん
ち
か
タ
ウ
ン
」
と
「
パ
ル
リ

２
」
の
姉
妹
提
携
が
結
ば
れ
た
。
「
パ
ル
リ
２
」
と
は
パ
リ
二
世
、

第
二
の
パ
リ
の
意
で
あ
る
。
そ
の
中
に
あ
る
高
級
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ

パルリ２

セ
ン
タ
ー
は
二

層
式
で
、
そ
れ

自
体
が
ダ
ウ
ン

を
形
成
し
て
い

る
。
デ
ィ
オ
ー

ル
、
一
フ
ン
バ
ン

を
は
じ
め
、
パ

リ
市
内
の
一
流

店
が
百
店
舗
余

罫
溌わ

る
同
社
の
貢
献
度
は
計
り
し
れ
な
い
も
の
が
あ
る
。

◎
明
治
初
期
か
ら
神
戸
に
フ
ラ
ン
ス
総
領
事
館
が
で
き
る
な
ど
歴

史
的
な
つ
き
合
い
は
古
い
。
個
々
の
つ
き
合
い
を
深
め
る
と
と
も

に
、
一
層
広
汎
な
友
好
関
係
を
結
ん
で
い
き
た
い
も
の
だ
。

出
資
で
日
本
法
人
「
帝
国
酸

素
株
式
会
社
」
が
設
立
さ
れ

た
。
昭
和
五
十
二
年
（
一
九

七
七
）
に
は
初
の
日
本
人
社

長
も
誕
生
し
、
今
や
千
二
百

人
の
社
員
が
勤
務
す
る
大
企

社
業
に
成
長
し
た
。

毒
ガ
ス
関
連
の
技
術
を
駆
使

癖
し
、
宇
宙
開
発
や
海
洋
開

紺
発
、
あ
る
い
は
医
療
な
ど
の

一
テ

ラ
イ
フ
・
サ
イ
エ
ン
ス
に
関

基

:;息蕊織§
蕊
識
》
密
議

:《蝿鰻鍵”嘘難謹:：
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布
教
活
動
に
命
を
捧
げ
た

中
山
手
教
会
の
神
父

神
戸
中
山
手
教
会
の
現
在
の
神
父
は

ベ
ン
サ
ン
・
ム
ジ
カ
神
父
で
あ
る
。
神

戸
の
多
く
の
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
は
今
で

も
フ
ラ
ン
ス
人
神
父
が
司
っ
て
い
る
。

中
山
手
教
会
の
歴
史
を
ひ
も
と
く
と

兵
庫
開
港
（
一
八
六
七
）
の
翌
年
か
ら

始
ま
る
。
六
代
目
ま
で
追
っ
て
み
た
。

初
代
、
ム
ー
ー
ク
ウ
神
父
に
つ
い
て
は
坂

本
勝
比
古
氏
の
文
章
を
参
照
。
在
任
九

カ
月
目
に
し
て
生
涯
を
閉
じ
た
。

二
代
目
、
長
崎
で
活
動
中
の
ビ
リ
ョ

ン
神
父
が
着
任
。
八
年
間
に
わ
た
っ
て

布
教
活
動
、
迫
害
を
受
け
な
が
ら
も
着

明
治
初
期
か
ら
今
に
続
く

神
戸
日
仏
協
会

神
戸
日
仏
協
会
は
現
在
三
宮
駅
前
の

交
通
セ
ン
タ
ー
ピ
ル
六
階
に
あ
る
。

同
協
会
の
歴
史
は
古
く
、
明
治
初
期

開
港
と
と
も
に
神
戸
を
訪
ず
れ
た
フ
ラ

ン
ス
人
が
す
ぐ
に
発
足
さ
せ
た
。
当
時

は
山
本
通
の
あ
た
り
に
あ
っ
た
と
か
。

同
協
会
が
社
団
法
人
に
な
っ
た
の
は

昭
和
七
年
の
こ
と
で
あ
る
。
神
戸
新
聞

社
の
社
長
が
同
協
会
長
を
兼
務
し
た
時

代
も
あ
っ
た
が
、
約
十
年
前
か
ら
宮
崎

神
戸
市
長
が
会
長
を
果
た
し
て
い
る
。

昨
年
度
の
報
告
で
は
会
員
は
日
本
人
が

三
百
二
十
名
、
フ
ラ
ン
ス
人
四
十
三
名

ｆ
ｆ

実
に
基
盤
を
築
く
。
そ
し
て
京
都
転
任
。

三
代
目
、
ピ
リ
ョ
ン
師
と
二
年
間
起

居
を
と
も
に
し
た
助
任
司
祭
シ
ャ
ト
ロ

ン
神
父
が
起
用
さ
れ
る
。
同
神
父
の
功

績
は
孤
児
の
救
済
、
外
国
人
、
旅
客
の

慰
問
と
後
々
ま
で
語
り
草
と
な
っ
た
。

一
八
九
六
年
大
阪
に
転
任
。

四
代
目
、
備
前
福
山
か
ら
フ
ァ
ー
ジ

ュ
神
父
が
。
一
九
二
○
年
、
教
会
を
中

山
手
一
丁
目
に
移
転
。
し
か
し
第
二
次

世
界
大
戦
で
聖
堂
も
破
壊
さ
れ
、
同
神

父
も
殉
死
し
た
。

五
代
目
ウ
ン
テ
ル
ワ
ル
神
父
、
六
代

目
エ
・
デ
ュ
レ
ク
神
父
の
努
力
で
今
日

の
教
会
が
復
興
さ
れ
た
の
だ
っ
た
。

⑧
特
集
／
神
戸
の
中
の
フ
ラ
ン
ス
／
ア
・
ラ
・
カ
ル
ト

法
人
会
員
二
十
九
社
、
賛
助
会
員
九
社

と
な
っ
て
い
る
。

活
動
は
定
期
的
に
月
例
会
が
も
た
れ

講
演
、
音
楽
会
、
映
画
、
旅
行
、
ヴ
ィ

デ
オ
な
ど
盛
り
沢
山
。
ま
た
年
末
の
ダ

ン
ス
パ
ー
テ
ィ
は
い
つ
も
大
盛
況
。
さ

ら
に
会
報
Ｌ
Ｅ
Ｐ
Ｏ
Ｒ
Ｔ
の
発
行
は

親
睦
に
一
役
買
っ
て
い
る
。

特
筆
す
べ
き
は
フ
ラ
ン
ス
語
会
話
教

室
で
、
他
に
門
戸
が
余
り
開
か
れ
て
い

な
い
こ
と
や
、
フ
ラ
ン
ス
人
が
講
師
を

し
て
い
る
関
係
も
あ
り
、
申
込
者
が
殺

到
し
て
い
る
よ
う
だ
。

神
戸
市
中
央
区
三
宮
町
一
’
一
○
－
一
口
交
通
セ

ン
タ
ー
ピ
ル
６
Ｆ
茸
三
九
一
’
二
四
三
三

毎
”
篭
憩
騨

》
単
鮮…蝋

縛
茨
識
．
鍔
鞠
鯵蕊

’
4８
１

魁

阿波踊りのダンスパーティ
盤li迄

現在の中山手教会
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繍

③
特
集
／
神
戸
の
中
の
フ
ラ
ン
ス
／
ア
・
ラ
・
カ
ル
ト

１
４９
１

松方に作品蒐集のアドバイスをしたＦ・プラングイン鉦の浬方像

夜
ト
ァ
ロ
ー
ド
の
自
分
の
店
「
エ
ト

ワ
」
で
歌
声
を
聴
か
せ
て
い
る
。

神
戸
の
パ
リ
祭
で
は
も
う
十
年
近
く

リ
サ
イ
タ
ル
を
開
い
て
い
る
。
ま
た
「
シ

ャ
ン
ソ
ン
ツ
ア
ー
」
と
称
し
た
加
入
程

の
グ
ル
ー
プ
旅
行
も
十
年
前
か
ら
。
そ

し
て
三
年
前
、
石
井
好
子
、
戸
川
昌
子
、

水
森
亜
土
、
堀
郁
子
さ
ん
に
よ
る
国
際

会
館
で
の
「
フ
ォ
ァ
カ
ー
ド
コ
ン
サ
ー

ト
」
が
大
成
功
を
収
め
、
神
戸
に
シ
ャ

ン
ソ
ン
あ
り
と
決
定
づ
け
た
の
だ
。

予
定
／
六
月
四
日
元
町
風
月
堂
ホ
ー
ル
シ
ャ
ン

ソ
ン
コ
ン
ク
ー
ル

七
月
三
日
神
戸
文
化
ホ
ー
ル
パ
リ
祭
シ
ャ
ン
ソ

ン
の
祭
典
ゲ
ス
ト
・
淡
谷
の
り
子
、
石
井
好
子
、

中
原
美
紗
誌
、
戸
川
昌
子
ほ
か

Ｓ
４
５
０
０
円
Ａ
３
８
０
０
円
Ｂ
３
０
０
０
円

百
点
が
返
還
さ
れ
、
す
べ
て
が
国
立
西

洋
美
術
館
に
収
蔵
さ
れ
た
。
今
日
わ
れ

わ
れ
は
神
戸
の
先
人
の
質
量
と
も
に
第

一
級
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
見
る
こ
と
が

出
来
る
。
し
か
し
、
神
戸
に
は
ほ
と
ん

ど
残
さ
れ
て
い
な
い
。

国
立
西
洋
美
術
館
の
作
品
は
、
ク
ー

ル
ベ
、
ド
ガ
、
ド
ラ
ク
ロ
ワ
、
ゴ
ー
ガ

ン
、
マ
ネ
、
モ
ネ
、
ロ
ダ
ン
、
ル
ノ
ワ

ー
ル
な
ど
名
だ
た
る
作
家
の
名
品
を
揃

え
て
い
る
。
た
だ
残
念
な
の
は
最
近
、

松
方
家
の
事
情
で
、
ブ
リ
ヂ
ス
ト
ン
美

術
館
に
寄
託
さ
れ
て
い
た
十
二
点
が
ア

メ
リ
カ
で
の
競
売
に
ふ
さ
れ
た
こ
と
だ

実
に
残
念
な
こ
と
で
あ
る
。

｢ フォアカードコンサート」左から石井好子、堀郁子、戸川昌子、
水奔諏十（神戸国際会館にて）

潟
神
戸
に
シ
ャ
ン
ソ
ン
普
及
の
努
力

シ
ャ
ン
ソ
ン
人
生
、
堀
郁
子

フ
ラ
ン
ス
音
楽
と
い
え
ば
シ
ャ
ン
ソ

ン
。
こ
の
シ
ャ
ン
ソ
ン
に
生
涯
を
賭
け

る
堀
郁
子
さ
ん
は
、
神
戸
で
の
草
分
け

で
あ
り
、
歴
史
と
も
い
え
る
。

ク
ラ
シ
ッ
ク
畑
か
ら
約
十
五
年
前
シ

ャ
ン
ソ
ン
界
に
転
向
、
新
聞
会
館
で
の

シ
ャ
ン
ソ
ン
教
室
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た

そ
の
後
、
勉
強
の
た
め
東
京
に
出
る
。

そ
こ
で
三
輪
明
宏
、
石
井
好
子
、
淡
谷

の
り
子
、
戸
川
昌
子
、
ピ
ア
ノ
の
結
城

久
さ
ん
ら
と
出
会
い
交
流
を
深
め
た
。

「
シ
ャ
ン
ソ
ン
に
は
女
の
人
生
や
ド

ラ
マ
が
あ
る
」
と
語
る
堀
さ
ん
は
、
毎

フ
ラ
ン
ス
か
ら
里
帰
り
を
し
た

松
方
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

川
崎
重
工
業
の
一
一
代
目
社
長
、
故
・

松
方
幸
次
郎
氏
（
一
八
六
五
’
一
九
五

○
）
の
「
松
方
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
」
は
つ

と
に
有
名
だ
。
大
正
五
、
六
年
か
ら
度

々
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
を
訪
れ
、
浮
世
絵
九
千

点
、
絵
画
・
彫
刻
千
数
百
点
と
い
う
実

に
危
大
な
蒐
集
を
成
し
遂
げ
た
が
、
戦

雲
は
急
を
告
げ
、
第
二
次
世
界
大
戦
が

勃
発
、
日
本
へ
送
る
こ
と
の
出
来
た
作

品
以
外
は
、
フ
ラ
ン
ス
に
お
い
て
在
外

資
産
と
し
て
凍
結
さ
れ
、
戦
後
没
収
さ

れ
た
。
そ
の
後
、
日
仏
両
国
政
府
な
ど

の
努
力
の
末
、
昭
和
三
十
年
に
残
り
数

壁品等』
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議識灘識蕊鶏灘灘識蕊蕊蕊：
回懐しのルネ・クレール名画祭
７月８日（日）１２～４Ｐ.Ｍ、４：３０～８：３０Ｐ.Ｍ・
神戸国際会議場「メインホール」￥1 2 0 0
ルネ･ クレール代表３部作「巴里祭」「自由を我等に」
「パリの屋根の下」を上映

■フランス歌曲の夕べ
７月1 1 日( 水) ７Ｐ. Ｍ・～同月堂ホール￥2 5 0 0
出演者／井上和代広岡隆正

■日仏科学技術シンポジウム
７月1 2 日( 木) １～３Ｐ.Ｍ・神戸国際会議場「4 0 3 号室」

■ボンマルシエ広場
７月12日(木)～1 5日（日）１０Ａ｡Ｍ､～７Ｐ.Ｍ・
国鉄三宮駅噴水前広場
ＰＡＲＴＹｉｎばり祭、ストリートブティック、仏i M I 西大道芸、ト
ワイライトシネマ、プランタンカフェテラスなど多彩なイベント
を展開

上から「巴里祭」「自
由を我等に」「巴里の
屋根の下」

国西村功展
７月1 2日(木)～1 7 日(火)１０Ａ.Ｍ､～８Ｐ.Ｍ・ギャラリーさんちか

■フランスワインの夕べ
７月1 4 日( 土）６～８Ｐ. Ｍ・大丸神戸店屋卜

回特別記念座談会－私のフランス観
７月1 4日(土）１：３０～３：３ＯＥＭ･神戸国際会議場「メインホール」
ＮＨＫ磯村尚徳局長と作家の司馬遼太郎氏の対談。司会／プリュー可

西村功の作品

「メインホール」
司会／プリューネフランス総領噺

‘●総合お問い合わせ先
（財) 神戸国際交流協会「神戸フランス週間係」

〒6 5Ｏ神戸市中央区港島中町６－９－１ＴＥＬ( 0 7 8 ) 3 0 3 - 0 0 9 0
・都合により内容が一部変更される場合があります

株式会社
神戸ポートピァホテル

取締役社長中内力

神戸市中央区港島中町６丁目１０－１
ＴＥＬ（0 7 8 ）3 0 2 - 1 皿

ショッピングお食事
すてきな出会い

SantiCaTbwn雲
バラ色U】I ﾘ ⅡI がみつかるl j I．
㈱北野クラブ

レストランブランドゥブラン㈱
アサキインターナショナル㈱

取締役社長浅木幸雄
神戸市中央区北野町１丁目５番７号

ＴＥＬ（0 7 8 ）2 2 2 - 5 1 5 5

テ イサン株式会社

神戸市中央区磯辺通２－２－１５
ＴＥＬ（0 7 8 ）2 5 1 - 5 9 4 1

シ ャンゼリゼ

神戸1 1 丁中央区中山手通１三油ビルＢ１Ｆ
ＴＥＬ（0 7 8 ）3 9 1 - 4 8 6 0

5０
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5１

先端国際都市・神戸をめざす

肋神戸国際交流協会

会長宮崎辰雄

皿ロ魔ｌゴ9 7 2 唖~ 【可昌

暮らしに生きる良い家具を

３名
イコヨヨＵゴ
ー ~ 一一一

一 Ｃ４ '三
神戸市中央区元町通４－２－２１
ＴＥＬ（0 7 8 ）3 7 1 - 1 2 1 2 ㈹

ミュージック・ラウンジ

サント ｡ ノ－し

トアロード店／中央瞳ド山手通２－５－６
ＴＥＬ（0 7 8）3 9 1 - 3 8 2 2

北野店／グイワナイトプラザ６Ｆ
ＴＥＬ（0 7 8 ）2 2 1 - 3 8 8 6

震

ﾛ ＝- ~ 竜嚇

亀

超シャンソン・コンクール。ｄｅＫＯＢＥ
６月1 9 日（火）１～５Ｐ. Ｍ・同月堂ホール

■フランス料理フェアＫｏｂｅｄｅＦｒａｎｃｅ
７月１日( 日) ～1 5 日（日）神戸ポートピアホテル２Ｆ
「サンマロ」他市内フランスレストラン

■ルイ・ヴィトンのすべて展
７月３日( 火) ～８日（日）９Ａ・皿. ～９Ｐ. Ｍ，
神戸国際会議場「レセプションホール」

■パリ祭一シャンソンの祭典一
７月３日（火）６：３０Ｐ. Ｍ・神戸文化ホール「大ホール」
Ｓ￥4 5 0 0 Ａ￥3 8 0 0 Ｂ￥3 0 0 0
出演者／石井好子淡谷のり子戸川昌子中原美紗緒
しますえよしお仲代圭吾大木康子大庭照子

石井好子淡谷のり子

蕊 曇蕊
戸川

回徳末' 悦子ピアノリサイタノレーメノレヘンヘの旅だち
７月３日( 火) ６：３０～８：３０Ｐ. Ｍ・神戸文化ホール「中ホール」
一般￥2 5 0 0 高校以下￥1 5 0 0
減奏曲／「おもちゃ箱」「小象ババールの物語」

■フランス広場（観光と物産展他）
７月５日( 木) ～1 0 日（火）１０Ａ. Ｍ､ ～８Ｐ. Ｍ・さんちか広場

■キリシ絵画展
７月５日( 木) ～1 0 日( 火) １０Ａ. Ｍ・～８Ｐ. Ｍ・ギャラリーさんちか

国特別催し
７月７日( 土) ～1 3 日（金）そごう神戸店
パコ・ラバンヌ「グランドフェァ｣ 、フランスフーズフェァ、
パレロアイアル「サロンバーゲン」

昌子中原美紗緒

蕗

灘
マルセーユ・

キリシの作品
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鯉: 撫奥聯呂；
蛎獅鵬蹴織
れ．幕、た衣長クン〈のの
た開唯め裳旅時クら探内
さのしのののツラつノドン。

神
〆
に
関
西
で
初
め
て
の
ル
イ
・
ヴ
ィ
ト
ン
直
営
店
が
、
昨
年

９
〃
尤
町
翼
番
街
に
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
が
、
パ
リ
の
本
牌
で
は

昨
年
、
川
に
創
業
剛
周
年
を
記
念
し
て
、
本
聯
を
階
に
Ⅱ
鞄
の
博
物

館
〃
を
開
設
し
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
今
川
の
神
戸
フ
ラ
ン
ス
週
間
の
た

め
に
こ
の
博
物
館
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
約
釦
点
を
、
特
別
に
Ⅱ
本
で

な
ス
ー
ツ
ケ
ー
ス
や
バ

ッ
グ
ま
で
、
雁
史
と
と

ル
イ
・
ヴ
イ
ト
ン
博
物
館
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
釦
点
あ
ま
り
を
日
本
で
初
公
開
。

「
ル
イ
・
ヴ
４
，
ト
ン
の
す
べ
て
展
」

旅
…
…
そ
れ
は
時
の
流
れ
、

そ
し
て
ル
イ
●
ヴ
オ
ト
ン
の
長
い
歴
史
で
も
あ
る
。

１９１０年組み立て式2 輪馬車トランク。

も
に
伝
統
あ
る
職
人
た
嬢
篭
即

ち
に
よ
っ
て
創
ら
れ
た
鞄
の
数
々
が
展
示
さ
れ
ま
す
。
神
戸
は
横

浜
と
並
ぶ
港
湾
部
巾
と
し
て
昔
か
ら
エ
キ
ゾ
テ
ィ
ッ
ク
で
ハ
イ
セ

ン
ス
な
街
と
し
て
旅
す
る
人
々
に
愛
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
そ
の
神

孤
で
開
催
さ
れ
る
ル
イ
・
ヴ
ィ
ト
ン
股
、
あ
な
た
も
ル
イ
・
ヴ
イ

ト
ン
の
鞄
と
と
も
に
さ
ま
ざ
ま
な
時
代
へ
旅
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

●
開
僻
期
間
癖
７
Ⅱ
３
Ⅱ
〜
７
Ⅱ
８
Ⅱ

⑧
場
所
》
神
．
〃
川
際
会
縦
場
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
ル
ー
ム

③
主
催
や
ル
イ
・
ヴ
ィ
ト
ン
ジ
ャ
パ
ン
㈱

噂
後
援
晒
神
〆
大
阪
フ
ラ
ン
ス
総
領
椙
館

●
お
側
い
令
茸
ル
イ
・
ヴ
ィ
ト
ン
ジ
ャ
。
ハ
ン
㈱

（
０
３
）
４
７
８
〜
３
６
９
４

斬
索
材
の
梶
く
て
丈
夫

１
５２
１

1 8 7 6 年探険家のために作られたベッドになるﾄ ﾗ ﾝ ｸ 。

博
し
…
霞

蝋
Ｊ
三
屋

獅
い
」

繕４

;鍵：
蕊蕊鵠蕊灘
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５月から

新しい事務所で

フレッシュ営業中／

密（0 7 8 ）２５１－４１４１

丸山印刷株式会社
神戸営業部

〒6 5 1 神戸市中央区八幡通１丁目１－１２

本社

兵庫県高砂市米田町神爪５７－１
鋸Ｉ

垂（ 0 7 9 4 ）３２－１５１１

本社営業部・大阪営業部・東京営業部

創業明治十六年

③柴田音吉洋服店
神戸・元町４丁目南TE L ( 0 7 8 ) 3 4 1 - 0 6 9 3
大限・禰腿橋２丁ＲT E L ( 0 6）2 3 1 - 2 1 0 6
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驚蝋
驚
蕊

-く

「3 0 年も前にはイヤリングとブローチ、リングの３
点セットなんて全然なかったの。だから真珠に限ら
ず全部自分でデザインしてオーダーしたものよ」
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真
珠
な
ら
外
国
で
も
堂
々
と

笹
子
恭
江

八
英
会
話
教
師
Ｖ

北
野
町
の
外
人
向
け
に
建
て
ら
れ
た
と
い
う
流
酒
な
館
に
お
住

ま
い
の
笹
子
さ
ん
は
、
こ
の
日
、
目
の
覚
め
る
よ
う
な
チ
ェ
リ
ー

ピ
ン
ク
の
パ
ン
ッ
ス
ー
ッ
で
お
出
迎
え
く
だ
さ
っ
た
。
パ
ー
ル
の

ブ
ロ
ー
チ
と
ブ
レ
ス
レ
ッ
ト
、
指
輪
が
白
髪
と
よ
く
調
和
し
て
い

る
。
一
九
一
○
年
生
ま
れ
と
い
う
笹
子
さ
ん
は
、
一
見
し
て
、
た

ハ
ー
ル
シ
テ
ィ
・
コ
ウ
ベ
・
真
珠
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
は
い
つ
も
神
戸
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。

そ
ん
な
神
戸
の
パ
ー
ル
フ
ァ
ン
、
真
珠
と
ど
う
つ
き
あ
っ
て
い
る
か
、
聞
い
て
み
ま
し
た
。

パ
ー
ル
真
珠
を
愛
す
る

神
戸
の
人
た
ち

℃
、
ア
窪
Ｑ
「

鴫

ﾌミ

だ
の
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
で
は
な
い
雰
囲
気

だ
。
そ
れ
も
そ
の
は
ず
、
一
九
四
七
年

に
日
本
初
の
女
性
主
事
と
し
て
神
戸
市

役
所
に
採
用
さ
れ
、
手
腕
を
発
揮
し
て

当
時
マ
ス
コ
ミ
で
も
評
判
に
な
っ
た
人

幼
い
頃
か
ら
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
の
お
父

さ
ん
に
「
女
性
で
も
自
分
の
仕
事
を
身

に
つ
け
な
さ
い
」
と
教
え
ら
れ
、
神
戸
真
珠
を
あ
し
ら
っ
た
も
の
た
ち

女
学
院
を
卒
業
後
ア
メ
リ
カ
へ
留
学
し
た
。
帰
国
後
、
神
戸
で
教

鞭
を
と
っ
て
い
た
時
に
抜
掘
さ
れ
た
そ
う
だ
。
「
女
性
で
も
男
性

と
同
じ
地
位
を
与
え
ら
れ
れ
ば
仕
事
が
で
き
る
こ
と
を
証
拠
立
て

た
か
っ
た
の
で
喜
ん
で
お
受
け
し
た
ん
で
す
よ
」

ア
メ
リ
カ
西
海
岸
で
催
さ
れ
た
国
際
会
議
に
出
席
し
た
時
、
真

珠
の
ブ
ロ
ー
チ
と
イ
ヤ
リ
ン
グ
、
指
輪
の
三
点
セ
ッ
ト
が
大
好
評

を
博
し
た
。
宝
石
が
好
き
な
笹
子
さ
ん
は
外
国
雑
誌
か
ら
ヒ
ン
ト

を
得
、
全
て
自
分
で
デ
ザ
イ
ン
。
日
本
人
が
唯
一
誇
れ
る
真
珠
は

ト
ア
ロ
ー
ド
の
行
き
つ
け
の
店
で
オ
ー
ダ
ー
し
た
。
真
珠
の
時
計

ベ
ル
ト
ま
で
あ
る
。
そ
れ
ら
は
三
○
年
を
経
た
今
も
驚
く
ほ
ど
新

鮮
で
、
笹
子
さ
ん
同
様
神
戸
ら
し
さ
が
漂
っ
て
い
る
。

蕊 ○
聖
、Ｗ”錘臨“驚識鍵鐸。

え鼠､鯉灘鋳蕊
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彼
女
に
よ
る
真
珠
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
で
す

鴬

な
ら
な
い
そ
う
だ
。
だ
か
ら
大
切
な
真
珠
を
身
に
つ
け
て
い
る
時

に
う
っ
か
り
車
で
も
ぶ
つ
け
よ
う
な
も
の
な
ら
、
何
よ
り
先
に
真

珠
の
こ
と
を
心
配
し
て
し
ま
う
。
二
女
の
郁
子
さ
ん
は
末
っ
子
の

せ
い
か
寂
し
が
り
屋
さ
ん
。
彼
女
は
い
つ
も
双
子
に
な
っ
た
南
洋

真
珠
を
身
に
つ
け
て
い
る
。
「
こ
の
真
珠
も
私
と
一
緒
で
寂
し
が

り
だ
か
ら
、
こ
う
し
て
双
子
で
い
る
み
た
い
。
こ
の
指
輪
を
し
て

い
る
と
一
人
で
出
か
け
る
時
で
も
、
何
と
な
く
安
心
し
ち
ゃ
う
」
。

彼
女
ら
に
と
っ
て
真
珠
は
ま
る
で
守
護
の
天
使
、
の
よ
う
だ
。

真珠は家族の守護の天使
丸山喜美子く㈱川島織物常務取締役丸山祖三氏夫人〉
康子く長女．ビｱ ﾉ 教師＞郁子く二女＞

こ
こ
２
，
３
年
の
間
に
急
速
に
真
珠
に
魅

せ
ら
れ
て
い
っ
た
丸
山
さ
ん
母
娘
。
今
で
は

行
き
つ
け
の
真
珠
店
に
３
人
で
出
掛
け
て
い

く
と
、
も
う
帰
っ
て
こ
れ
な
い
ほ
ど
の
真
珠

フ
ァ
ン
。
喜
美
子
夫
人
は
さ
り
気
な
く
真
珠

を
あ
し
ら
う
の
が
お
好
き
。
巻
き
の
き
れ
い

な
真
珠
の
チ
ョ
ー
カ
ー
や
イ
ヤ
リ
ン
グ
を
手

放
さ
な
い
。
「
真
珠
に
は
健
康
と
長
寿
っ
て

い
う
意
味
が
あ
る
そ
う
で
す
が
、
サ
イ
ズ
直

し
で
数
日
手
放
す
だ
け
で
も
寂
し
く
て
」
と

い
う
。
長
女
の
康
子
さ
ん
は
、
「
真
珠
っ
て

生
き
物
で
し
ょ
う
。
呼
吸
し
て
る
よ
う
に
感

じ
る
の
」
そ
ん
な
彼
女
は
自
分
の
出
会
う
真

珠
た
ち
が
、
店
に
出
か
け
る
前
か
ら
自
分
を

待
っ
て
い
て
く
れ
て
い
た
よ
う
な
気
が
し
て左から喜美子さん、康子さん、都子さん

ス
キ
ー
に
も
お
供
し
ま
す

北
村
富
子

八
一
一
ツ
ト
デ
ザ
イ
ナ
ー
Ｖ

彼
女
が
、
真
珠
を
肌
身
離
さ
ず
身
に
つ
け
る
よ
う
に
な
っ
た
の

は
、
今
か
ら
３
年
前
、
就
職
と
同
時
に
。
一
人
前
の
社
会
人
と
い

う
自
覚
を
自
分
に
も
促
す
た
め
、
『
本
物
を
身
に
つ
け
た
い
』
と

願
望
し
、
思
い
き
っ
て
イ
ヤ
リ
ン
グ
と
ネ
ッ
ク
レ
ス
を
自
費
で
買

っ
た
と
い
う
。
そ
れ
以
来
、
も
う
イ
ヤ
リ
ン
グ
な
ど
は
や
み
つ
き

と
な
っ
て
、
旅
行
に
は
も
ち
ろ
ん
、
オ
フ
ィ
ス
で
も
、
な
ん
と
ス

キ
ー
に
ま
で
も
お
供
を
さ
せ
て
い
る
。
職
業
柄
、
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン

と
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
イ
ト
に
は
、
遊
び
さ
え
も
加
え
た
余
裕
を
見
せ

て
く
れ
る
が
、
な
か
な
か
最
近
で
は
珍
し
い
オ
シ
ャ
レ
な
女
性
で

あ
る
。
仕
事
・
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
・
ス
ポ
ー
ツ
と
、
見
事
に
ラ
イ
フ

ス
タ
イ
ル
に
真
珠
を
マ
ッ
チ
さ
せ
て
い
る
素
敵
な
神
戸
レ
デ
ィ
を

ひ
さ
し
ぶ
り
に
見
た
気
が
し
た
。

箪灘
蕊

欝蕊

錘辱
鼎

訴

灘
譲蕊 ；
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熊
野
秀
子
、
嘉
代
子
、
典
子

嘉
代
子
さ
ん
、
典
子
さ
ん
姉
妹
は
、
対
照
的
だ
と
人
に
言
わ
れ

る
く
ら
い
性
格
も
洋
服
な
ど
の
趣
味
も
全
然
違
い
ま
す
。
妹
の
典

子
さ
ん
は
、
高
額
だ
け
れ
ど
特
に
華
や
か
な
人
で
な
く
て
も
違
和

感
な
く
身
に
つ
け
ら
れ
る
真
珠
の
フ
ァ
ン
で
あ
る
お
か
あ
さ
ま
の

秀
子
さ
ん
の
影
響
を
受
け
て
か
、
と
に
か
く
ま
ん
ま
る
い
も
の
（
左

右
対
照
な
も
の
）
が
好
き
で
、
真
珠
に
関
し
て
も
顔
が
映
る
く
ら

い
き
れ
い
に
磨
か
れ
た
真
円
の
も
の
が
と
て
も
よ
く
似
合
う
。

、
、
、
、
、

と
こ
ろ
が
、
お
姉
さ
ん
の
嘉
代
子
さ
ん
は
、
そ
の
ま
ん
ま
る
い

と
い
う
感
覚
の
象
徴
の
よ
う
な
真
珠
が
嫌
い
だ
っ
た
と
か
。
そ
れ

が
、
あ
る
時
、
典
子
さ
ん
の
持
っ
て
い
た
真
珠
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

の
中
に
、
ス
リ
ー
ク
ォ
ー
タ
ー
の
マ
ベ
パ
ー
ル
を
発
見
。
そ
し
て

す
ぐ
展
示
会
へ
。
そ
こ
に
は
、
淡
水
、
マ
ベ
な
ど
デ
ザ
イ
ン
も
の

が
い
っ
ぱ
い
。
そ
れ
以
来
す
っ
か
り
真
珠
に
魅
せ
ら
れ
て
し
ま
っ

た
嘉
代
子
さ
ん
。
今
で
は
ジ
ー
ン
ズ
を
は
い
た
時
に
は
ゴ
ー
ル
ド

の
チ
ェ
ー
ン
と
組
み
合
わ
せ
た
り
、
ス
ー
ツ
の
時
に
は
オ
ニ
キ
ス

と
パ
ー
ル
の
コ
ン
ビ
の
ネ
ッ
ク
レ
ス
を
し
た
り
、
淡
水
の
４
連
の

ネ
ッ
ク
レ
ス
や
黒
真
珠
も
使
っ
て
い
る
そ
う
。

シ
ッ
ク
に
ド
レ
ッ
シ
ー
に
装
っ
た
と
き
に
は
、
よ
り
女
ら
し
さ

を
強
調
し
、
軽
い
装
い
の
と
き
に
は
、
よ
り
自
由
に
オ
シ
ャ
レ
っ

ぽ
さ
を
表
現
し
て
く
れ
る
真
珠
を
３
人
３
様
に
楽
し
ん
で
い
る
仲

よ
し
親
子
で
す
。

吟
‐
〆
に
．
・
・
訓
響
》
蝋
割
輿
．
犀
●
》
？
、
必
卑
‐
・
金
竪
苓
恥
・
必
・
・
・
・
零
い
ぢ
．
、
鴬
．
・
昭
．
や
。
‐
際
》
零
・
・
・
ん
．
麹
ｎ
齢
隙
今
・
露
．
、
恥
。
や
、
．
壱
・
・

つ
、
シ
元
戸
、
｜
「
く
六
○
ｍ
ｍ

函
迩
四
‐
・
・
葛
１
国
劉
引
‐
引
剣
・
・
．
》
．
。
》
費
・
‐
苧
弔
．
．
．
、
．
・
尭
蔚
へ
牌
〆
“
・
品
・
象
昆
鎮
浄
，
。
、
企
・
か
掌
、

１
粒
の
真
珠
と
の
出
会
い
が
彼
女
に
日
本

一
岸
》
峠
蹄
癖
轟
窄
睦
》
帳
峰
誰
垂
』
櫓
雑
岬
一
峡

神
詔
書
館
司
書
と
し
て
働
い
て
い
た
。
チ
ュ
ー
リ

、
船
上
に
勤
務
し
て
い
た
時
、
あ
る
ジ
ュ
エ
リ
ー

酉
識
シ
ョ
ッ
プ
で
初
め
て
日
本
の
淡
水
真
珠
に
出

閏
》
晴
麗
僻
薄
健
調
蕊
溌
馳

出
血
た
の
」
。
３
年
前
神
戸
に
や
っ
て
き
て
、

Ｌ
」
皿
さ
っ
そ
く
淡
水
真
珠
の
ネ
ッ
ク
レ
ス
を
買
っ

斗
坪
鮮
擁
濡
龍
灘
蝦
溌
軍
締

。
、
皿
分
っ
た
。
甲
南
女
子
大
な
ど
で
英
語
を
教
え

ノ
Ｊ
る
か
た
わ
ら
、
着
物
地
、
藍
染
め
、
緋
な
ど

を
使
っ
て
の
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
デ
ザ
イ
ン
を
手
掛
け
始
め
、
４
月
に

は
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
シ
ョ
ー
も
開
い
た
。
取
材
の
日
の
彼
女
は
さ
る

ス
ー
パ
ー
の
バ
ー
ゲ
ン
で
２
万
円
で
買
っ
た
と
い
う
角
の
生
え
た

よ
う
な
変
型
真
珠
の
ネ
ッ
ク
レ
ス
に
シ
ル
バ
ー
の
ネ
ッ
ク
レ
ス
を

も
う
１
本
あ
し
ら
っ
て
や
っ
て
来
た
。
イ
ブ
ニ
ン
グ
を
着
る
時
に

は
あ
え
て
シ

ッ
ク
な
黒
真

リコ
珠
を
選
ぶ
と

ツ幸
い
う
。
「
日

奉
本
人
は
フ
ォ

率
－
マ
ル
す
ぎ

》
る
ん
じ
ゃ
な

峠
い
か
し
ら
。

古表
も
っ
と
面
白

》
が
っ
て
使
っ

《
て
み
ま
せ
ん

》
か
」
、
コ
ー
バ

ジ
ン
さ
ん
の
提

案
で
あ
る
。

１
５６
１

お
気
に
入
り
の
服
装
に
は
、

親
し
み
や
す
い
真
珠
を

左から典子さん、秀子さん、慕代
子さん
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ベ
ァ
ー
で
真
珠
を

清
水
多
加
志
・
加
代
子
夫
妻

八
扇
商
事
有
限
会
社
専
務
取
締
役
Ｖ

奥
様
も
旦
那
様
も
二
人
揃
っ
て
、
宝
石
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
は
な
か

な
か
の
も
の
な
ん
で
す
が
、
特
に
真
珠
は
『
日
本
の
伝
統
』
を
感

じ
ま
す
と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。
や
は
り
真
珠
は
、
本
物
と
い
う

意
味
に
於
て
は
一
番
で
あ
り
、
フ
ォ
ー
マ
ル
に
は
か
か
せ
な
い
と

い
う
こ
の
ご
夫
妻
は
、
生
活
の
中
で
、
常
に
真
珠
を
大
切
に
し
て

い
る
よ
う
で
す
。
撮
影
日
は
、
甲
子
園
に
あ
る
清
水
家
に
お
じ
ゃ

ま
し
ま
し
た
が
、
奥
様
の
イ
ヤ
リ
ン
グ
と
ネ
ッ
ク
レ
ス
の
セ
ッ
ト

に
は
感
嘆
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。
黒
の
ホ
ー
ム
ド
レ
ス
に
ピ
ッ
タ
リ

マ
ッ
チ
し
た
真
珠
は
、
し
っ
と
り
と
し
た
豪
華
さ
が
感
じ
ら
れ
、

一
粒
種
の
裕
也
ぐ
ん
と
愛
犬
の
ラ
ブ
ち
ゃ
ん
と
の
一
家
団
棄
は
、

笑
え
ま
し
い
限
り
で
し
た
。

れ
、
１
粒
づ
っ

真
珠
を
買
い
足

し
て
太
さ
を
調

節
し
て
き
た
。

ご
主
人
の
オ
ラ

ン
ダ
へ
の
神
戸

み
や
げ
も
真

珠
。
最
近
で
は

真
珠
を
束
で
買

い
、
金
や
石
を

あ
わ
せ
て
自
分

で
デ
ザ
イ
ン
し

た
り
、
リ
フ
ォ

ー
ム
し
た
り
す

る
な
ど
楽
し
ん

で
い
る
。

詮

f;：
騨錨

Ｒ
ケ
ｒ
早
鐘
零 爵

職．

霞§

左から保子さん、雅子さん、０才から真珠と一緒のアイリーンとエリカ

真珠で結ばれた親子三代

夢

＃

ご夫斐自慢のコレクション奥様の加代子さんは真珠がよくお似合いです

ス
タ
ー
マ
ン
ズ
家
の
歴
史
は
真
珠
な
し
に

語
れ
な
い
。

一
家
の
真
珠
と
の
最
初
の
出
会
い
は
、
保

子
さ
ん
の
母
、
雅
子
さ
ん
が
娼
歳
の
時
、
お

小
遣
い
で
真
珠
の
帯
止
め
を
買
っ
た
こ
と
。

大
正
時
代
、
ま
だ
真
珠
が
高
価
す
ぎ
て
手
に

入
り
に
く
い
頃
の
お
話
し
。
そ
の
真
珠
は
今

で
も
雅
子
さ
ん
の
宝
物
だ
。
雅
子
さ
ん
は
保

子
さ
ん
の
蝿
歳
の
誕
生
日
に
、
肥
粒
の
真
珠

の
ブ
レ
ス
レ
ッ
ト
を
贈
る
。
終
戦
ま
も
な
い

頃
、
神
戸
で
真
珠
の
輸
出
業
を
営
ん
で
い
た

中
国
人
の
友
人
の
店
で
選
ん
だ
そ
う
だ
。
当

時
は
進
駐
軍
の
奥
さ
ん
達
が
主
な
買
い
手
だ

っ
た
と
か
。
そ
の
保
子
さ
ん
の
ブ
レ
ス
レ
ッ

ト
は
オ
ラ
ン
ダ
出
身
の
ご
主
人
、
パ
ウ
ル
ス

さ
ん
と
結
婚
し
、
ア
イ
リ
ー
ン
と
エ
リ
カ
が

生
ま
れ
た
時
、
も
う
１
つ
買
い
足
し
て
そ
れ

ぞ
れ
に
贈
ら
れ
る
。
２
人
が
成
長
す
る
に
っ

逢坂雅子保子S t a r m a n S
l r e n e ，Ｅｒｉｋａ＜共にカナディアン．アカデミー在学＞
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ご主人がデザインした淡水真珠がぴったり

竜
イ
・
‐
徴
・
嵐
苓
詫
零
，
恥
．
丹
・
秒
・
皿
窪
・
・
・
・
．
・
・
・
ｊ
ｑ
・
全

■
ｉ
ｎ
か
勺
。

で
「
真
珠
を
扱

奉
っ
て
い
る
親
類

華
が
い
る
お
か
げ

、ｗ
で
、
小
さ
い
時

な垂
か
ら
本
物
の
真

娼
珠
を
見
て
育

丞
ち
、
好
き
に
な

オ
リ
ま
し
た
。
で

ォ
も
高
価
す
ぎ
る

副
Ｊ
１

画
姥
仔
が
い
蝿
も
●
ず
抄に

力
睡
洋
鰐
難
戦
擁
霊
廟
寵
鏡

狸
睡
》
》
洲
鑑
舛
》
挫
一
控
桝
一
一

ス
真
置
さ
れ
、
見
事
に
調
和
し
て
い
た
．

イ
な
ご
主
人
の
転
勤
で
ア
メ
リ
カ
東
部
か
ら
、

ナ
ト
一
一
年
前
に
来
神
さ
れ
、
ご
主
人
は
大
阪
通

ン
勤
、
夫
人
は
週
一
回
芦
屋
で
日
本
人
の
ミ
セ

ガ
潅
鐘
に
癖
桧
儒
捷
趨
鵬
稚
走
永
評
、
純

し
Ｃ
（
ジ
ャ
パ
ニ
ー
ズ
・
ア
メ
リ
カ
ン
・
ウ
イ

エ
メ
ン
・
オ
ブ
・
カ
ン
サ
イ
）
で
活
動
し
て
い

る
。
神
戸
で
は
以
前
か
ら
憧
れ
て
い
た
真
珠

が
身
近
に
あ
る
の
で
、
ご
主
人
に
随
分
た
く
さ
ん
買
っ
て
貰
っ
た

そ
う
だ
。
「
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
も
ゴ
ー
ル
ド
も
好
き
だ
け
ど
、
真
珠

は
と
て
も
エ
レ
ガ
ン
ト
で
美
し
い
わ
」
と
い
う
奥
さ
ま
に
「
で

も
、
高
価
な
の
で
私
は
大
変
で
す
よ
」
と
笑
う
ご
主
人
。
ベ
ル
ト

に
も
で
き
そ
う
な
豪
華
な
淡
水
真
珠
の
束
の
ネ
ッ
ク
レ
ス
は
ご
主

人
の
デ
ザ
イ
ン
で
、
さ
す
が
に
よ
く
お
似
合
い
。
ロ
ー
レ
ッ
ク
ス

の
腕
時
計
も
さ
り
げ
な
く
●
ヘ
ア
で
揃
え
て
、
ゆ
と
り
あ
る
生
活
ぶ

り
が
伺
え
る
ナ
イ
ス
ミ
ド
ル
の
カ
ッ
プ
ル
だ
。

Lｇ
両
ｍ
ア
震
、
｜
『
く
六
○
ｍ
ｍ

●
溺
‐
・
・
》
．
。
叱
血
少
・
も
．
ｗ
・
一
・
嫌
》
戦
・
咽
翰
・
弓
．
．
・
婚
‐
謀
ず
皇
‐
１
減
狗
・
鍔
・
諺
．
？
堅
・
、

’
5８
１

を
フ
ォ
ー
マ

ル
な
感
覚
に

捕
わ
れ
ず
、

自
分
ら
し
く

個
性
的
に
装

え
る
数
少
な

い
若
い
女
性

だ
ろ
う
。

真
珠
は
買
え
な
い
し
、
気
軽
に
身
に
つ
け
ら
れ
な
い
の
で
、
お

給
料
で
買
え
る
範
囲
で
私
に
似
合
う
も
の
を
選
ん
で
い
ま
す
。
小

粒
の
一
連
は
肥
金
の
チ
ェ
ー
ン
の
よ
う
に
毎
日
身
に
つ
け
て
い
ま

す
。
今
日
し
て
い
る
の
は
赤
い
メ
ノ
ウ
、
紺
の
ソ
ー
ダ
ー
ラ
イ

ト
、
緑
の
諸
翠
、
黒
藷
翠
と
四
色
の
色
石
が
一
連
ず
つ
真
珠
と
交

互
に
組
ま
れ
て
い
る
も
の
。
服
の
色
に
合
わ
せ
て
一
連
だ
け
つ
け

た
り
、
四
本
合
わ
せ
た
り
楽
し
い
で
し
ょ
う
」
と
金
谷
由
香
里
さ

ん
。
シ
ョ
ウ
ウ
ィ
ン
ド
ウ
の
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
と
い
う
仕
事
柄
、
通

勤
は
も
っ
ぱ
ら
Ｔ
シ
ャ
ツ
や
ダ
ン
ガ
リ
ー
シ
ャ
ツ
に
ジ
ー
ン
ズ
と

い
う
ス
タ
イ
ル
。
ゴ
ー
ル
ド
の
チ
ェ
ー
ン
を
身
に
つ
け
て
い
る
Ｏ

Ｌ
が
多
い
中
で
個
性
的
だ
。
も
ち
ろ
ん
休
日
の
お
出
か
け
に
は
ス

カ
ー
ト
を
は
き
、
お
母
さ
ん
か
ら
譲
り
受
け
た
真
珠
の
イ
ヤ
リ
ン

グ
や
ブ
レ
ス
レ
ッ
ト
で
女
ら
し
い
お
し
ゃ
れ
を
。
本
物
の
真
珠

金
谷
由
香
里
八
㈱
フ
ァ
ミ
リ
ァ
・
フ
ァ
ッ
シ
；
オ
フ
ィ
ス
Ｖ

ジ
ー
ン
ズ
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
の

通
勤
に
も
真
珠
を
個
性
的
に
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実
は
、
女
性
的
優
し
さ
と
い
う
か
、
と
て
も
あ
っ
た
か
く
、
包
み

こ
ん
で
く
れ
る
タ
イ
プ
の
女
性
だ
。

工
藤
さ
ん
は
仕
事
が
ら
、
ス
カ
ー
ト
よ
り
も
パ
ン
ッ
ル
ッ
ク
が

多
い
こ
と
も
あ
っ
て
、
ふ
だ
ん
は
ブ
ラ
ウ
ス
や
セ
ー
タ
ー
に
マ
ベ

パ
ー
ル
の
ペ
ン
ダ
ン
ト
。
よ
そ
ゆ
き
の
時
は
、
い
っ
そ
ド
レ
ッ
シ

ー
に
、
と
ワ
ン
ピ
ー
ス
や
ド
レ
ス
に
あ
わ
せ
て
２
連
の
ネ
ッ
ク
レ

ス
や
チ
ョ
ー
カ
ー
を
、
さ
ら
に
、
長
い
一
連
の
ネ
ッ
ク
レ
ス
を
ベ

ル
ト
の
か
わ
り
に
ア
ク
セ
ン
ト
と
し
て
使
っ
た
り
も
す
る
と
か
。

「
最
近
は
気
分
転
換
に
黒
真
珠
を
つ
け
た
り
も
す
る
し
、
淡
水
の

う
す
い
ピ
ン
ク
の
イ
ヤ
リ
ン
グ
に
憧
れ
て
い
る
の
」
と
話
す
。

女
ら
し
さ
を
知
っ
て
い
る
だ
け
に
、
か
わ
い
ら
し
く
て
、
む
し

謹
欝 素

材
も
自
分
で
選
び
ま
す

呉
富
美
八
宙
美
宝
飾
Ｖ

香
野
純
子
八
Ｏ
Ｌ
Ｖ

児
嶋
安
子
八
主
婦
Ｖ

高
校
生
の
頃
、
父
親
に
買
っ
て
も
ら
っ
た
真
珠
の
ネ
ッ
ク
レ

ス
、
そ
の
あ
き
の
こ
な
い
淡
い
色
に
魅
せ
ら
れ
、
大
切
に
宝
石
箱

に
し
ま
っ
て
い
た
、
と
い
う
呉
さ
ん
。
真
珠
は
ま
る
い
も
の
で
あ

る
と
思
っ
て
い
た
彼
女
が
真
珠
関
係
の
会
社
に
就
職
し
、
真
珠
が

生
き
も
の
の
貝
か
ら
生
ま
れ
て
く
る
と
い
う
神
秘
の
産
物
で
あ
っ

て
、
決
し
て
ま
ん
ま
る
ば
か
り
が
機
械
の
よ
う
に
生
ま
れ
て
く
る

の
で
は
な
く
、
色
も
形
も
す
べ
て
違
う
ん
だ
、
と
い
う
こ
と
を
知

っ
て
感
動
し
て
以
来
、
変
形
の
真
珠
に
と
り
つ
か
れ
た
と
い
う
。

そ
ん
な
呉
さ
ん
の
と
こ
ろ
に
や
っ
て
く
る
お
客
様
も
バ
ロ
ッ
ク

の
フ
ァ
ン
が
多
い
。
香
野
さ
ん
も
そ
の
一
人
。

「
私
は
、
自
分
の
身
に
つ
け
る
も
の
は
自
分
で
選
ん
で
、
さ
ら
に

で
き
る
こ
と
な
ら
〃
自
分
で
造
り
た
い
〃
と
い
う
ヒ
ト
。
だ
か
ら

素
材
を
見
つ
け
て
は
、
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
て
造
っ
て
い
ま
す
。

特
に
ゆ
れ
る
部
分
の
あ
る
の
が
好
き
」

ま
た
、
最
初
か
ら
バ
ロ
ッ
ク
が
好
き
だ
っ
た
児
嶋
さ
ん
は
、

「
服
装
を
選
ば
な
い
し
、
２
つ
と
な
い
も
の
な
の
で
、
か
え
っ
て

オ
シ
ャ
レ
だ
っ
た
り
し
ま
す
ね
。
ま
た
、
ブ
ロ
ー
チ
を
髪
止
め
に

し
た
り
、
主
人
の
タ
イ
ピ
ン
を
ブ
ロ
ー
チ
に
し
た
り
も
し
て
い
る

ん
で
す
よ
」
と
話
し
て
く
れ
た
。

煙
遇
認

リ
弓
鵠
壁
唖鵜

率
す
。

ん
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
を
語
る
し
一
弐
）
、
今
こ

さ》
そ
〃
個
性
〃
が
問
わ
れ
る
時
代
で
は
な
い

ん
か
と
思
い
ま
す
。
有
名
ブ
ラ
ン
ド
が
あ

窪
り
、
そ
れ
に
合
っ
た
自
分
を
見
つ
け
る

＆
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
、
自
分
を
生
か
せ
る
も

さ擁
の
を
自
分
な
り
に
捜
し
て
い
っ
た
ら
、

搾
有
名
ブ
ラ
ン
ド
だ
っ
た
り
あ
る
い
は
ま

ハ
ン
ド
メ
ｆ
ド

左
っ
た
く
の
手
づ
く
り
だ
っ
た
り
す
る
の

韮
が
本
当
の
個
性
の
見
つ
け
方
の
よ
う
で

ろ
子
ど
も
っ
ぽ
い
の
が
魅
力
。
真
珠
と
女
性
ｌ
不
思
議
な
と
り

あ
わ
せ
ｌ
を
感
じ
る
工
藤
さ
ん
で
し
た
。

鴬

ダンディなご主人と

マベバールをふだん着に
エ藤さとく工藤内科. アシスタント＞

「
初
め
て
の
真
珠
は
、
宝
塚
に
い
た
時
に
フ

ァ
ン
の
方
か
ら
い
た
だ
い
た
イ
ヤ
リ
ン
グ
で

実
は
、
今
も
大
切
な
宝
物
な
ん
で
す
よ
」
ｌ

か
つ
て
宝
塚
で
は
男
役
で
、
月
丘
夢
路
さ
ん
、

乙
羽
信
子
さ
ん
、
加
茂
み
や
じ
さ
ん
ら
と
同

期
と
い
う
か
ら
、
ご
存
知
の
方
も
多
い
か
も
。

現
在
、
ウ
イ
ー
ク
デ
ー
は
、
ご
主
人
の
診

療
所
（
工
藤
内
科
）
で
ア
シ
ス
タ
ン
ト
と
し

て
、
テ
キ
パ
キ

郡
と
仕
事
を
こ
な

率
し
て
い
る
、
と

い
い
え
ば
、
一
見

蝦
キ
ャ
リ
ア
ウ
ー

垂
マ
ン
（
？
）
の
よ

う
だ
け
れ
ど
、
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伊藤ハムではお気雌に

熱も無添加…
〆、お届けしますS U A A M E R G l F T 神戸の銘品

'ミーノ
一
いままで､ 大人になった。冷た

蹄
亀

今需牛酒セットＫＮ－２２￥2 2 0 0

Ⅲ］

おｌ－Ｉ１元のギフトに金盃特製、生酒を
どうぞ。金盃生酒は、熱も無添加の
ナチュラルなお液。だからクールな
飲み方がぴったり。新しい感覚のニ
ューウェーブ派のドリンクです。

ご利用いただけるよう
ギフト券も
川意しております。

基釜＜垂蓮〉 園I 珊蘇ハム令需酒造株式会社
本社･ 神戸市流区大石東町6 丁目3 番1 号電話0 7 8 - 8 7 1 - 5 2 5 1 ( 代表)
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6１

ポストモダンの理想的なファッションタウンを求めて

ＫｏＦ.Ｔ、 ( 神戸ファッションタウン協議会）

株式会社アシックス株式会社キムラクン株式会社ジュン株式会社モードオリオン
上島瑚排株式会社協同組合ニッポンインテリァチェーン株式会社ダイエーモロゾフ株式会社
株式会社大月真珠株式会社神戸風月堂、崎真珠株式会社株式会社ヤナイ
オールスタイル. 株式会社 株式会社神戸ポートピアホテル東亜特殊電機株式会社株式会社ユーハイム
カイタック株式会社有限会社コスモポリタン製菓株式会社パール株式会社リオ横山
カワノ株式会社株式会社ジェルベ株式会社マドンナ株式会社ワールド
株式会社キャンプロモーシロンセンター株式会社ジヤヴア三井不動産株式会社大阪支店
株式会社キャラバン株式会社シヤルレ三菱地所株式会社大阪支店以上3 0 社（ 5 0 音順）

●Ｋ､Ｆ､Ｔ､事務局／〒6 5 1／中央区浜辺通屋丁目１番1 4号神戸商工貿易センタービル1 7Ｆ衝0 7 8 （2 5 1 ）０６５５
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Ｌ”

鋪
シ

やっぱりうまいムサシのとんかつ

倒園笛

砂
割

か
、
一

ハ
Ｕ

ヤ
唾
吟〃ｒ

が
．＠んｃ沢“勿也

また帰る日を願って
あなたの青春を
はこびます

(〒6 5 8 ）神戸市東灘区住吉南町１丁目１０－１
本社盃(078)８２２－１７００(代）
芦屋営業所盃(07 9 7 ) 2 3 - 6 7 1 0

f ‐邑塁Ｐ－Ｌ
剛

6２

Ｉ壷 需 ー

ユーミミノ〃, 払麿ス

ー

小さな引越受付中
電化製品、家具類、
美術品、骨董品（４
応じます。但し地士

【梱包便】

２４時間営業／年中無休

家具類、エレクトーン、自転車等
董品（どんなワレ物でも御相談に
但し地域限定）

本店
三宮･ センター街ＴＥＬ3 2 1 - 0 6 3 4
１１: O 0 A M - 7 : 3 O P M毎水曜日休み

さんプラザ店
三宮･ さんプラザB 1 T E L 3 9 1 - 2 4 2 7
１１: 1 0 A M - 8 : 0 O P M毎月曜日休み
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詔

こんにちは赤ちゃん－

昌廿Ｔ１ｆ

高野公佑ちゃん／神j 『市中央区

完全看護☆冷暖房完備☆病院前駐車可能

富柿沼産婦人科

芦屋市大耕町１番1 8 号
芦屋保健所東隣

登芦屋（0 7 9 7 ）3 1 - 1 2 3 4 代表

ハイセンスな紳士服で
最高のおしゃれを

三恵洋服店
神戸･元町４丁目全く0 7 8 ) 3 4 1 - 7 2 9 0
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